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GH約200m

図2-2-94 赤沢川流域水文地質桜式図

(東北農政局(1)による)

第四紀層は，山地谷部の河床土佐積物や崖錐性の土佐積物が，小規模ではあるが各地に点在してい

る。 北上山地の河床堆積物は，場所によってかなり異なるものの， 一般に厚さが蒋くあまり広が

りをもたない。したがって，地下水の賦存量もおのずと限界がある (W-1，W-2)。
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22. 阿武隈山地

(1) 地形・地質

〈宮北Illiliー〉

広大な阿武隈山地は主に花商岩類によって構成されている(九従来，花商岩類は不透水性基盤

として扱われていた。 しかし， トンネノレ掘削中に湧水に遭遇することや流出率などから，花関岩

類よりなる山地にも地下水が含まれることが予測されていた。

阿武隈山地中央部，大滝根山北東部一帯では，花街岩類に多数の断裂が発達している。このた

め，同岩類を一種の角磯岩として扱い，地下水流動系を明らかにして地下水を開発する試みがな

され成果を得ている (2)(8) (針。

大滝根山北東部には，標高約 500-700m のやや平坦な山頂が発達し，当地域の西部と東部に

はほぼ南北に約 800-1，100m級の独立峰が連なっている。大滝根山 (1，192m)は，これら独立峰

の最高峰である。また， 古道，上川内，常葉地区は，標高 400-600m の一種の山間小盆地を形

成している。河川群は， SW-NE， NW-SEおよび E-W 方向に流路をとり，大局的には前者が

東方へ，後者が西方へ流れている。 これらの方向は，後述する小断層や リニアメントの方向とよ

く一致し， 一種の適従谷であることを予測させる。湧水はと ころどころに認められるが，規模の

大きいものは確認されていない。谷底平野沿いの水田は，一般に湿田が多い。

当地域は，ほぼ全域花街岩類によって構成される。同岩類は旧期の 2つの型と新期の 8つの型

に細分され(2)(5) 両期の花商岩類とも約 9，000万年前に形成された といわれている (6)。花商岩類

は一般に風化が進行している 〈図2-2-95)が，その厚さは薄い。ボーリングや電気探査の結果に

よると，谷沿いでは風化の厚いと ころでも 20-30m で‘新鮮な岩石に達している。

花筒岩類には幅数 cm 以下の小断層が，① N100W-100E， 80-85
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図2-2-95 風化度による地域区分 (東北農政局(2)に加筆)
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これに傾斜が 10-200 のものを伴っている(図2-2-96)。

花街岩の岩体の違いによる小断層の発達の差はほとんど認

められない。さらに， 花商岩中には閉口し，または閉じた

E 節理も数多く認められる。 これら断裂には，薄い粘土を伴

う揚合とそうでない場合とがある。

以上のことから，まさ土 と角喋状に破砕された花商岩類

は，良好な帯水層を構成する条件を備えていると考えられ

る。 古道および檎山の東方は粘土化帯を伴って， NW-SE 

へ走る古道およ び檎山の両断層は，一種のしゃ水壁を形成回
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している可能性がある。

図2-2-96 小断層の極の頻度分布

(ウノレフネットの上半球に投影，

資料 400本.東北;農政局(2)に

(2) 地下水

地質踏査によって得られた地質および地 F7.kに関する情

よる〉 幸~は表層部に限られている。こ の ため， 最大深度 2. 5 km 

までの A-B断面(図2-2-95)沿いで地下水がどのように流動しているかを明らかにするために，

水収支シミュレーションに基づいて地下水流動系を描いた。ここでは，全体が均質，等方性を有す

ると仮定 したモデノレA，断面が 3層に区分され，上部層，中部層，下部層の透水係数の上じが 100: 

10: 1であると仮定 したモデノレB，モデノレ A に周辺部の 10分の 1の透水係数を有する檎山断層

およ び古道断層を挿入したモデノレC，古期花尚岩類の常業型は新期花商岩類の田代型および古道

型より透水係数が10倍大きいと仮定したモデノレD，風化殻を考慮したモデノレEの計算結果を図示

した (2) (図2-2-97)。
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図2-2-97 1¥._-B断商の地下水流動系(東北段政局(2)による〕
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これらの図から，およそ次のことを読みとることができる。まず，地下水は山地で酒養され，

谷へ流出する。流出域となる谷は谷l隔が狭く，かつ深いほど流線が集中する傾向がある。地下水

は高所から最低所へ向かう大規椛な流れすなわち広域的流動系と，高所から隣接する低所へ至る

小規模な流れすなわち局所的流動系および両者の中間的規模の流れすなわち中間的流動系に三分

する ことができる。また， 定常状態にある地下水は透水係数の違いに よって流線網を異にはする

ものの，基本的には地形条件に支配されて流動している。透水性の小さい檎山および古道断j留は

しゃ水壁の働きをするが，山地中腹を走る鳩山断層は下向きの流線を大きく 上向きへ転換させる

までには至っていない。モデノレDの揚合，岩体によって等ポテンシヤノレ線および流線の密度が異

なり，流線は岩体の境界部で屈折する。 上部の風化部ほど透水性が大きいと仮定したモデノレEの

揚合，地下水は主に地表面に沿って流れる。

次に，上述のンミュレーションの結果を支持する野外の 2つの事象を記す。 日沼は，尖盛と槍
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山の間にあり，地表の流域面積は 0.5km2である。ここでは， 1976~1977 年の夏期， 日量 400 ~

500m3 の水が余水吐を越流していた。シミュレーションによると，ここには，地表の流域界を

越えて，尖盛と槍山の局所的流動系に属する地下水と，遠く大滝根山に由来する 中間的流動系の

地下水が湧出している可能性が強い。流域面積に比べて，この湧水量が多い事実はシミュレーシ

ョンの成果とよく調和している。

当地域に発達する小規模な谷底平野沿いには水田が聞かれ， よく湿田と なっている。このこと

は，地形的低所に地下水が湧出することを示しており，計算の結果と符合する。

地質調査とシミュレーションの結果から，花肉岩類中で地下水を開発できる可能性の高いとこ

ろは，断裂が発達する地形的低所である。地下水を多量に，かつ安定して得るためには，広域的p

中間的， 局所的流動系に属する地下水が集中しているところで作井することが最も望ましい。断

層は，破併の状態によってしゃ水壁の役割を果たす場合と， ドレーンの役割を果たす揚合な どが

考えられる。

以上のことと標高の高い ところが農業用の利用上望まれていることを考慮して，B 1地点で作

井した。この地点は四周を格山などの比較的高い山に囲まれた小盆地中の河岸にある。ただし，

袷山断層が約 300m南を NW-SEに走り，南方および西方からの地下水をダムアップして，当

地点への地下水の供給を制約している可能性がある。 井戸は口径 150mm，深さ 30mである。

作井の結果，地下水は自然水位 5.3m，水位降下量 5.3mで日量 +30m
3 の揚水に成功した。地

下水は深度とと もに増量したが， とくに 5mと 46m付点から多量に湧出した。なお，花商岩

類の透水係数は 2.3X 10-5 m/sと算出された。

(中馬教允〉
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